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事業の基本方針
事業概要
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基本的な考え方

高齢化により人口構造は変化し、若者が高齢者を支える従来の社会から、元気高齢者が支え手に回る社会への展開が求められる状況と

なっている。人手不足の時代に対応したマネジメントモデルの構築として業務の洗い出しと切り分け・役割分担が必要とされており、

特に周辺業務における元気高齢者の活躍が期待されている。人生100年時代が叫ばれる中、高齢者＝支えられる側というイメージからの

脱却(パラダイムシフト)を起こすアクティブシニアの国民運動にする必要があると考えられる。

事業対象者の設定

メインターゲット

時間やお金にゆとりのあるアクティブシニア世代

⚫ 福祉・介護の周辺業務の担い手として期待される世代

⚫ 介護の仕事に携わることで得られる以下のような

メリットを訴求

- 地域貢献

- 介護予防

- 将来の備え

- キャリア活用

- セカンドライフの充実等

⚫ ターゲットのインサイトを分析したうえで、より効果的な手法・手段を用いて

訴求する

セカンドターゲット

介護事業者

⚫ アクティブシニアの活躍の受け皿として

機能する介護事業者

⚫ 業務の洗い出しと切り分け・役割分担の

必要性、特に周辺業務におけるアクティ

ブシニアへの機会創出の意識向上を目的

とする



全国のアクティブシニア層全体

一般のアクティブシニア層を集めた大規模組織
【アクティブシニアの縮図】

事業全体像
事業概要

アクティブシニア層
インサイト調査

●約3万のメルマガ会員
● 10,000名の読者モニター
●オンラインイベント

【マスメディア】

【インターネットメディア】

都道府県や
市町村の
取組

⚫ 職場体験

⚫ 入門的研修

⚫ 介護分野への元気高齢者等

参入促進セミナー事業

自治体の
取組へ誘導

大規模アクティブシニア組織を活用し、介護・福祉の仕事の魅力発信をメディア事業とオンラインセミナー

を通じて行い、各地で実施されている職場体験・入門研修に繋げるための国民運動を推進する。
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福祉・介護の仕事
オンラインセミナーonline

福祉・介護の仕事
オンラインセミナー
動画視聴特設ページ

アクティブ
シニア

コミュニティ

アクティブ
シニア層に
到達する媒体

全国のアクティブシニアに発信し、
態度変容・行動喚起を促す。

調査のうえ
アクティブシニアに刺さる
適切なコンテンツ開発

online
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事業実施スケジュール
事業概要

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

企画委員会

アクティブシニア
インサイト調査

オンラインイベン
トの実施

マスメディアを
活用した情報発信

インターネットを
活用した情報発信

ふくしかいご.jpへ
の送客

効果測定

定性調査

2/6,7

グループ

インタビュー

ふくしかいご.jpへの送客

＊令和3年3月まで随時

新聞掲載

11月11日

周辺業務の短編動画11本制作

12月～2月

朝日カルチャーセンターオンライン講座

12/22,1/19,1.28,2/8,2/22

＊アーカイブ掲載

第１回

企画委員会

10月27日

第２回

企画委員会

12月9日

第３回

企画委員会

3月24日

新聞掲載

1月31日

新聞掲載

2月27日

Reライフフェス2回目

2月27,28日

＊3/31までアーカイブ

Reライフフェス1回目

9月19～21日

＊3/31までアーカイブ

Reライフ.net「これからのKAIGO」記事掲載

＊12月～3月まで随時更新

なかまぁる「これからのKAIGO」記事掲載

＊12月～3月まで随時更新

定量調査

12/9～1/28

インターネット調査

BS朝日特別番組

放送日3/14

ブランドリフト調査

3/15～23

Jモニター

調査

Jモニター

調査

Jモニター

調査



事業実施体制
事業概要
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事業主体・統括 朝日新聞社

全体統括・窓口

⚫ メディアビジネス局・ソリューション・デザイン部

アクティブ層をターゲットした大型

オンラインイベントの主催・運営
クロスメディア・オンラインイベント・コンテンツ統括

国と地方公共団体の情報発信

プラットフォーム連携

⚫ 情報技術本部開発部

「介護・福祉の仕事」に対する

アクティブシニアインサイト調査

⚫ 総合プロデュース本部・

Reライフプロジェクトチーム

⚫ 運営：株式会社ディーイーシー・

マネジメントオフィス

効果検証

⚫ メディアビジネス局営業推進部

インサイト調査・効果検証助言

⚫ 株式会社三菱総合研究所

⚫ 総合プロデュー

ス本部・業務推

進チーム

⚫ メディアデザイ

ンセンター

⚫ 総合プロデュー

ス本部・デジタ

ルソリューショ

ン部

⚫ 株式会社アドレイ

テレビ番組放映・制作

⚫ 株式会社ビーエス朝日

（BS朝日）

福祉・介護の仕事オンラインセミナー

⚫ 運営：朝日カルチャーセンター

短編動画制作製作

⚫ 企画・制作

⁃ 未来をつくるkaigoカフェ

⁃ 株式会社日本医療企画

広告原稿・コンテンツ各種制作

⚫ メディアビジネス局営業推進部

企画委員会

各種制作協力

⚫ 総合プロデュース本部・

Reライフプロジェクトチーム



事業報告
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企画委員メンバー

有識者

高瀬比左子氏

町亞聖氏

川邊万希子氏

•株式会社三菱総研所ヘルスケア・ウェルネス事業本
部ヘルスケア・データ戦略グループ主任研究院員

福祉・介護の仕事等実践者

馬場拓也氏

•社会福祉法人愛川舜寿会常務理事

田中伸弥氏

•社会福祉法人ライフの学校理事長

アクティブシニア有識者

・朝日新聞社Reライフプロジェクトプロデューサー中村啓一

アドバイザー

アクティブシニア介護就労事業実践者

星野光彦氏 • 株式会社日本医療企画

※アドバイザーは実行委員会のテーマによってヒアリングし意見を仰ぐ。

•特定非営利活動法人
未来をつくるkaigoカフェ代表

•フリーアナウンサー、ジャーナリスト

企画委員会の開催

職能・教育団体



企画委員会の開催
事業報告
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開催日時 令和２年10月27日（火）15時30分～17時00分

出席者
（委員）川邊委員、高瀬委員、田中委員、馬場委員 ※町委員は10月26日に個別ヒヤリングを実施
（事務局）朝日新聞社吉田、神出、平澤、松本

議題 事業実施の趣旨説明、Reライフ読者会議先行アンケート調査の報告

主なコメント

⚫ アクティブシニアを活用していくためには自治体との協働が重要。行政が使う「介護助手」というネーミングは、
「三大介助」という固定化されたイメージにつながる。色々な業界の知恵が必要だと思う。

⚫ 年齢が高い方ほど介護の仕事は「キツくて大変」というイメージが強いと思うので、「マイペースに自分の特技が
生かせる場」ということをアピールする必要がある。

⚫ 施設側が周辺業務を細分化できていない。採用のミスマッチが起きる前に、事業者側も取組が必要。
⚫ 周辺業務の内容を作業分解して、多角的・重層的なケアが成立していることを伝えると良い。イラストやデザイン
を多用して、仕事の内容を具体的に見せると良いのではないか。

第１回

開催日時 令和２年12月9日（水）13時00分～15時00分

出席者
（委員）川邊委員、高瀬委員、田中委員、馬場委員、町委員
（オブザーバー）厚生労働省鈴木様、宜野座様、朝日新聞社Reライフプロジェクト中村
（事務局）朝日新聞社岩佐、神出、平澤、松本、川音

議題 事業進捗の報告、コンテンツ内容に関する意見交換

主なコメント

⚫ 広報内容がアクティブシニア、施設、自治体の３者に伝わると良い。特にＲｅライフ読者会議メンバーに対して実
施する調査結果が自治体にも伝わるようにしてほしい。

⚫ Reライフフェス＠homeの動画を見たシニアの方から、「介護施設の面接に行った」という連絡をいただいた。結
局施設側から連絡が戻ってこないそうだ。事業者側への啓発も大切だと感じた。

⚫ ＢＳ朝日の内容は、コロナ禍の状況にあっても、変わらずエッセンシャルワーカーが動き続けていることや、福
祉・介護の現場で覚悟を決めてコミュニティを紡ごうとしている姿を表現してほしい。番組はアーカイブ化できる
と良い。

⚫ ボランティアでは続かないので、有償でやることが必要。民間だけでは限界があるので、行政にいかに関わっても
らうかが課題。

第２回
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開催日時 令和３年３月24日（水）13時00分～14時30分

出席者
（委員）川邊委員、高瀬委員、田中委員、馬場委員、町委員
（オブザーバー）厚生労働省鈴木様、朝日新聞社Reライフプロジェクト中村
（事務局）朝日新聞社神出、平澤、松本、川音

議題 事業成果の報告、意見交換

主なコメント

⚫ シニア向けのメディア選定については、特に地方では紙媒体が響くようだ。地域差もあるが新聞、回覧板、自治体
の広報誌はよく見られているので、媒体選定は重要。

⚫ シニアへのコミュニケーションとして「特技を生かす」が有効だという報告があったが、もともと仕事をしていな
い主婦層は特技がないと言う方も多いので、「主婦として家事に取り組まれているのであれば、どのような方でも
活躍できます」や「生活支援以外にレクや趣味があればなお生かせます」という発信も必要だ。

⚫ 本事業を通じてタレントなど普段介護と馴染みのない方とともに発信することの意義を感じた。特にシニア本人の
目線で語っていただけると効果が高いと思う。

⚫ 数が増える団塊の世代に早めに訴求すべき。第２の人生で何をやろうかと考える時に、「介護」や「周辺業務」と
いう仕事が明確になっていると就職につながるのではないか。

⚫ 全国各地の地域包括支援センターや介護労働安定センターを活用してはどうか。特に団塊世代の男性は地域に居場
所がない人が多いと思うので、そうした方々をターゲットの中心に置いてもよいと思う。

第３回

企画委員会の開催
事業報告



アクティブシニアにおける介護の就業意向に関する調査

事業報告

本調査・研究や企画委員との検討を経て情報発信切り口や内容（コンテンツ）を開発するため、

約3万人のアクティブシニアの組織(Reライフプロジェクト)を活用したインターネット調査（定量調査）および

同組織を活用したアクティブシニア層を集めたグループインタビューの実施（定性調査）を実施した。
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リサーチフレーム

介護業界における
就業意向

周辺業務

介護業界における
就業意向意向の変化

就業意向の
背景

態度変容の
理由

就業意向を高める
ための訴求ワード

訴求ワードに対する
意向喚起の構造理解

各セグメントの
特性の理解

定
量
調
査

定
性
調
査

セグメント分類

補完

情報呈示

意向の喚起

補完 要因理解 構造理解

⚫ 定量調査：Reライフ読者会議メンバーを対象にインターネット調査を実施。

[期間]2020年12月９日（水）～2021年1月28日（木）

[回答数]440（うち50～79歳の回答数は322）

⚫ 定性調査：定量調査回答者の中から就業意欲またはボランティア参加意向がある人12名を選定しグループインタビューを実施。

[実施日]2021年２月６日（土）～2021年２月7日（日）



事業報告
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周辺業務の呈示による意識変容

アクティブシニアを性格により４つのタイプに分類し、周辺業務を呈示する前と後での介護の仕事に対する意識変容を
調査したところ、呈示前後で介護の仕事に対する関心・意欲が大きく変化しました。

アクティブシニアにおける介護の就業意向に関する調査

働きたい
まあ

働きたい
どちらとも
いえない

あまり
働き

たくない

働き
たくない

TOP2･
計

 全体 (N=322) 12.4

（N）

働きたい
まあ

働きたい
どちらとも
いえない

あまり
働き

たくない

働き
たくない

TOP2･
計

 全体 322 4.7 7.8 36.0 26.7 24.8 12.4

 男性 153 3.9 7.2 42.5 24.8 21.6 11.1

 女性 169 5.3 8.3 30.2 28.4 27.8 13.6

 50代 132 4.5 8.3 37.1 22.0 28.0 12.9

 60代 118 5.9 5.9 31.4 33.9 22.9 11.9

 70代 72 2.8 9.7 41.7 23.6 22.2 12.5

 経験あり 217 5.1 7.8 35.9 26.3 24.9 12.9

 経験なし 105 3.8 7.6 36.2 27.6 24.8 11.4

 現関与者 59 16.9 18.6 28.8 22.0 13.6 35.6

 過去関与者 75 1.3 9.3 45.3 26.7 17.3 10.7

 関与なし 196 2.6 4.6 34.2 28.1 30.6 7.1

性別

年代別

家族介護の
経験別

介護現場の
関与別

4.7 
7.8 36.0 26.7 24.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｑ．【周辺業務呈示前】あなたは今後、介護の現場で働き
たいと思いますか。

働きたい
まあ

働きたい
どちらとも
いえない

あまり
働き

たくない

働き
たくない

TOP2･
計

 全体 (N=322) 32.6

（N）

働きたい
まあ

働きたい
どちらとも
いえない

あまり
働き

たくない

働き
たくない

TOP2･
計

 全体 322 5.3 27.3 37.9 16.8 12.7 32.6

 男性 153 3.9 28.1 38.6 15.7 13.7 32.0

 女性 169 6.5 26.6 37.3 17.8 11.8 33.1

 50代 132 5.3 26.5 37.9 15.9 14.4 31.8

 60代 118 5.1 24.6 39.0 19.5 11.9 29.7

 70代 72 5.6 33.3 36.1 13.9 11.1 38.9

 経験あり 217 6.0 27.6 37.3 14.7 14.3 33.6

 経験なし 105 3.8 26.7 39.0 21.0 9.5 30.5

 現関与者 59 13.6 37.3 22.0 15.3 11.9 50.8

 過去関与者 75 4.0 30.7 46.7 9.3 9.3 34.7

 関与なし 196 3.6 24.5 38.3 19.4 14.3 28.1

性別

年代別

家族介護の
経験別

介護現場の
関与別

5.3 27.3 37.9 16.8 12.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｑ．【周辺業務呈示後】周辺業務に関することをお聞きになって、
あなたは今後、介護の現場で働きたいと思いますか。

参加したい
まあ

参加したい
どちらとも
いえない

あまり
参加

したくない

参加
したくない

TOP2･
計

 全体 (N=322) 35.7

（N）

参加したい
まあ

参加したい
どちらとも
いえない

あまり
参加

したくない

参加
したくない

TOP2･
計

 全体 322 5.9 29.8 38.2 14.3 11.8 35.7

 男性 153 5.9 29.4 42.5 11.8 10.5 35.3

 女性 169 5.9 30.2 34.3 16.6 13.0 36.1

 50代 132 6.8 30.3 34.8 14.4 13.6 37.1

 60代 118 4.2 28.8 37.3 20.3 9.3 33.1

 70代 72 6.9 30.6 45.8 4.2 12.5 37.5

 経験あり 217 6.0 31.3 37.3 13.4 12.0 37.3

 経験なし 105 5.7 26.7 40.0 16.2 11.4 32.4

 現関与者 59 13.6 32.2 28.8 11.9 13.6 45.8

 過去関与者 75 5.3 36.0 38.7 10.7 9.3 41.3

 関与なし 196 4.1 27.6 40.3 15.8 12.2 31.6

性別

年代別

家族介護の
経験別

介護現場の
関与別

5.9 29.8 38.2 14.3 11.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｑ．【周辺業務呈示後】周辺業務に関することをお聞きになって、
地域の介護施設などで、職場体験や入門的研修に参加してみ
たいと思いますか。

参加したい
まあ

参加したい
どちらとも
いえない

あまり
参加

したくない

参加
したくない

TOP2･
計

 全体 (N=322) 27.0

（N）

参加したい
まあ

参加したい
どちらとも
いえない

あまり
参加

したくない

参加
したくない

TOP2･
計

 全体 322 7.1 19.9 34.2 21.4 17.4 27.0

 男性 153 7.8 22.2 34.6 20.9 14.4 30.1

 女性 169 6.5 17.8 33.7 21.9 20.1 24.3

 50代 132 9.8 18.2 32.6 19.7 19.7 28.0

 60代 118 5.1 18.6 33.9 25.4 16.9 23.7

 70代 72 5.6 25.0 37.5 18.1 13.9 30.6

 経験あり 217 7.4 18.9 37.3 20.3 16.1 26.3

 経験なし 105 6.7 21.9 27.6 23.8 20.0 28.6

 現関与者 59 13.6 27.1 27.1 16.9 15.3 40.7

 過去関与者 75 5.3 26.7 40.0 17.3 10.7 32.0

 関与なし 196 6.1 15.8 34.2 24.0 19.9 21.9

性別

年代別

家族介護の
経験別

介護現場の
関与別

7.1 19.9 34.2 21.4 17.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｑ．【周辺業務呈示前】地域の介護施設などで、職場体験
や入門的研修に参加してみたいと思いますか。

12.
５
12.5

../110515ノバルティス・ファーマ／花王/1933_110515ノバルティス／花王（集計用）.xls
../110515ノバルティス・ファーマ／花王/1933_110515ノバルティス／花王（集計用）.xls
../110515ノバルティス・ファーマ／花王/1933_110515ノバルティス／花王（集計用）.xls
../110515ノバルティス・ファーマ／花王/1933_110515ノバルティス／花王（集計用）.xls


事業報告
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チャレンジ＆行動派
（25.5％）

自分の性格に合わな
いので長続きしない

と思う。
かつ、大変な仕事の
割には給料が安い

チャレンジ＆慎重派
（17.4％）

3Kの仕事に対して
モチベーションが
維持できるのか、
そもそも自分に適
性があるのかすら
も分からない

トラディショナル＆行動派
（23.0％）

体力的負担が大き
く、報酬が低い。
シフト勤務や

夜勤により、自分
の自由な時間がな

くなりそう

トラディショナル＆慎重派
（34.2％）

いまの年齢では体
力的に持たないし
資格もない。かつ
自分が行っても必
要とされないので
はと思っている

自分のやりたいこ
と・得意なことがで
きる可能性がある。
また、年長者を敬
い・守ることの一助

になりたい

介護の仕事に対す
るハードル（抵抗
感）が下がり、
自分でもできそう
という感触が得ら

れた

自分の経験を活か
し、できることを
できる範囲で

やれば良い。新し
いことを覚える必

要もない

経験・知識が
不要で
自分でも

役に立てそう、
必要とされそう

周辺業務の呈示による意識変容

アクティブシニアを性格により４つのタイプに分類し、周辺業務を呈示する前と後での介護の仕事に対する意識変容を
調査したところ、タイプごとに魅力を感じるポイントは異なったものの、すべてのタイプでポジティブな変化が生じました。

×
チャレンジ 新しい仕事や分野にチャレンジしたい

トラディショナル いままでの経験をなるべく生かしたい 慎重 下調べをしっかりしてから、決めていきたい

行動 なにはともあれ、まずはやってみることから

アクティブシニアにおける介護の就業意向に関する調査
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4.1%

6.4%

11.8%

25.2%

26.4%

31.1%

31.6%

33.4%

41.4%

41.8%

48.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他

入浴や排泄介助のお手伝い（浴槽の湯はり・おむつの準備など）

興味・関心をいだくものはない

施設の経営に関わる仕事（施設の運営、求人・人事など）

居室周辺のお手伝い（掃除、電球交換、部屋の模様替えなど）

地域の介護福祉コミュニティのお手伝い（地域サロンの運営）

お年寄りの食卓周辺のお手伝い（会食やお給仕、見守りなど）

外出に関するお手伝い（散歩や通院の同伴、買い物代行など）

レクリエーション関係のお手伝い（各種教室のサポートなど）

施設の事務仕事のお手伝い（経理や文書作成、連絡業務など）

コミュニケーション関係のお手伝い（傾聴、話題提供など）

（複数回答）

関心の高い周辺業務の種類

介護の仕事における周辺業務の中で興味・関心があるものをたずねたところ、傾聴や話題提供などコミュニケーショ
ンに関わる業務や、軽運動や各種教室のサポートなど、介護レクリエーションへの関心が高いことがわかりました。

事業報告

アクティブシニアにおける介護の就業意向に関する調査



事業報告
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（N）

今
後

、
介
護
者
の
不
足
が
続
く

と
介
護
崩
壊
が
起
こ
り
ま
す

。

そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に

、
あ

な
た
の
協
力
が
必
要
で
す

。

あ
な
た
が
培

っ
て
き
た
キ
ャ
リ

ア
や
ス
キ
ル
を

、
介
護
の
現
場

で
生
か
せ
ま
す

。

介
護
の
現
場
に
は

、
あ
な
た
の

得
意
な
こ
と
を
生
か
せ
る
仕
事

が
あ
り
ま
す

。

介
護
現
場
に
関
わ

っ
た
経
験

は

、
あ
な
た
の
家
族
や
あ
な
た

自
身
の
介
護
に
も
役
立
ち
ま

す

。

介
護
の
周
辺
業
務
の
従
事
者
は

「
介
護
助
手

」
と
呼
ば
れ
て

、

頼
り
に
さ
れ
て
い
ま
す

。

介
護
の
周
辺
業
務
で
経
験
を
積

め
ば

、
介
護
資
格
の
取
得
に
役

立
ち

、
専
門
職
と
し
て
の
就
労

も
可
能
に
な
り
ま
す

。

介
護
の
周
辺
業
務
な
ら

、
時
間

や
勤
務
日
な
ど
が
選
べ

、
あ
な

た
に
あ

っ
た
働
き
方
が
で
き
ま

す

。

介
護
現
場
は
多
様
な
人
手
が
必

要
で

、
幅
広
い
業
務
の
な
か
か

ら

、
あ
な
た
に
あ

っ
た
仕
事
が

探
せ
ま
す

。

あ
な
た
が
介
護
の
周
辺
業
務
を

手
伝
え
ば

、
地
域
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す

。

介
護
の
現
場
で
は

、
周
辺
業
務

の
仮
体
験
が
で
き

、
あ
な
た
に

あ

っ
た
仕
事
か
ど
う
か

、
確
認

で
き
ま
す

。

介
護
の
周
辺
業
務
で
は

、
研
修

制
度
が
充
実
し
て
い
て

、
初
め

て
の
仕
事
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

も
安
心
で
す

。

い
ず
れ
も
興
味
や
関
心
が
高
ま

ら
な
い

。

私
に
と

っ
て

、
介
護
の
仕
事
へ

の
関
心
が
高
ま
る
文
章

は
・
・
・

 チャレンジ＆行動派 82 39.0 35.4 53.7 46.3 18.3 12.2 45.1 43.9 32.9 18.3 30.5 2.4 2.4

 チャレンジ＆慎重派 56 30.4 35.7 58.9 50.0 14.3 10.7 37.5 37.5 19.6 19.6 21.4 5.4 1.8

 トラディショナル＆行動派 74 29.7 43.2 51.4 44.6 16.2 8.1 41.9 40.5 21.6 18.9 20.3 9.5 1.4

 トラディショナル＆慎重派 110 27.3 40.9 56.4 40.9 14.5 15.5 40.0 36.4 24.5 24.5 30.9 9.1 3.6

■：１位　■：２位　■：３～５位（N=30以上）

0%

20%

40%

チャレンジ＆行動派（N=82）

チャレンジ＆慎重派（N=56）

トラディショナル＆行動派（N=74）

トラディショナル＆慎重派（N=110）

介護の仕事に興味がわく「魅力ワード」

介護の仕事に興味がわく「魅力ワード」についてたずねたところ、全てのタイプで最も支持されたのは
「介護の現場にはあなたの得意なことを生かせる仕事があります」でした。

アクティブシニアにおける介護の就業意向に関する調査



Reライフフェスティバル＠home

⚫ 第１回 令和２年9月19～21日

テーマ：新田恵利さんと学ぶ福祉と介護の魅力セカンドキャリアのための介護への備えと学び

出演者：新田恵利さん、町亞聖さん、田中伸弥さん

視聴数：14,752PV、8,359UU

⚫ 第２回 令和３年２月27日、28日

テーマ：“話す”と“聴く”から考える介護コミュニケーションの魅力

出演者：林家たい平さん、町亞聖さん

視聴数：15,685PV、11,514UU ※視聴数は令和3年3月31日時点

15

紙上採録第１回特設ページ 第２回特設ページ

Reライフ.net掲載
（3/31まで）

事業報告

アクティブシニアのための大規模オンラインイベント「Reライフフェスティバル＠home」にて福祉・介護の仕事の魅力

を発信するため、著名人を活用したオンラインセミナーを開催しました。

オンラインイベントの実施



オンラインイベントの実施
事業報告

Reライフフェスティバル＠home 第１回（令和2年9月19～21日）アンケート結果（n=28）

16

自由回答抜粋
⚫ 私自身も高齢単身の母親がいて80歳を超えてから親族、兄弟の他界が、重なった事もあるのか身体も気持ちも弱くなり、現在はデイ
ケアに通う日々です。介護には以前より非常に興味があり、且つ現在住んでいる街が非常好きで今後何か私でも協力出来る事が無い
か一歩踏み出してみたいと改めて感じました。（50代男性）

⚫ 田中さんのように若い世代の方が、利用者をパートナーと呼んで、ライフヒストリーを尊重して学ぶ姿勢や地域や異なる世代間との
つながりを創っておられる姿勢に感銘を受けました。私自身も施設に入っていた母親を家で介護し始めるため、色々な介護のノウハ
ウなども学べたら助かると思います。新田さんの「言いふらし介護」も参考になりました。一人で抱え込まず介護を通して色々な人
とつながる機会にもなるのだとプラスの面に気づかされた思います。企画をして頂きありがとうございました。（60代女性）

⚫ 介護のイメージが変わってきました。以前は家族で介護をするのがベストと思っている方が多かったように思います。義父母の介護
の経験があり、家族だけ、介護施設の職員だけでは見きれないの言葉に共感です。プログラムを見て周辺の皆で支え合う必要がある
んだと、介護の現場も変わりつつあると感じました。（70代女性）

性別 年代

本プログラムを視聴して介護のしごとに
対するイメージに変化はありましたか

話の内容が面白かった 13

話題にしたい・誰かに話したい 9

福祉・介護の仕事の理解が深まった 15

福祉・介護の仕事についてインターネットで調べてみたい 10

福祉・介護の職場体験・入門的研修などに参加してみたい 6

福祉・介護を仕事の選択肢として考えるようになった 4

福祉・介護の仕事を支援したい 12

この中にはない 3

本プログラムをご覧になって、あてはまるものを
お選びください（複数回答可）

40代

11%

50代

50%

60代

21%

70代

14%

その他

4%
男性

39%

女性

61%

良くなった

21%

やや良く

なった

36%

変わらない

(良いまま)

25%

変わらない(よく

ないまま),14%

良くならなかった,4%



オンラインイベントの実施
事業報告

Reライフフェスティバル＠home 第２回（令和3年2月27日、28日開催）アンケート結果(n=152)
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性別 年代

本プログラムを視聴して介護のしごとに
対するイメージに変化はありましたか

本プログラムをご覧になって、あてはまるものを
お選びください（複数回答可）

話の内容が面白かった 88

話題にしたい・誰かに話したい 33

福祉・介護の仕事の理解が深まった 90

福祉・介護の仕事についてインターネットで調べてみたい 8

福祉・介護の職場体験・入門的研修などに参加してみたい 13

福祉・介護を仕事の選択肢として考えるようになった 7

福祉・介護の仕事を支援したい 35

この中にはない 5

自由回答抜粋
⚫ 今まで抱いていた介護へのイメージがすごい変わりました。遠ざけていた両親に会いに行こうと強く思いました。（40代男性）
⚫ 良い話しが聞けました。これからもヘルパーとして、頑張ります。笑いを届けることができるヘルパーを目指します。（50代女性）
⚫ 新卒以来32年間務めた会社をリタイアし、第二の人生を模索中です。人のため、地域社会のために自分ができることを考えることが
できるプログラムでとても参考になりました。ありがとうございました。（50代男性）

⚫ いずれにしても人は世話をする、される、両方経験することになる。自分もリタイアしたらそんな仕事をしてみたい。今からでも勉
強しようとおもいます。これから年寄りが多くなる時代に益々なることですから。すぐに仕事を探します。（60代男性）

⚫ 大変聴きやすく、優しく解説してくれて、あっというまの時間でした。たい平師匠がよかったです。師匠の人柄がとてもよく伝わり
ました。介護という枠ではなくとも、話すと聴くの重要性が伝わりました。（60代女性）

男性

44%
女性

56%

40代

9%
50代

16%

60代

35%

70代

37%

その他

3%

良くなった

18%

やや良くなった

44%

変わらない

(良いまま)

26%

変わらない(よく

ないまま),10%

あまり良くならな

かった,1%

良くならなかった,1%



オンラインイベントの実施
事業報告

アクティブシニア層を中心とした受講生が学ぶ「朝日カルチャーセンター」（全国14か所、受講者数約15万人）と

連携したオンライン講座を全５回開催。アクティブシニアが関心を抱くテーマを切り口に、介護の仕事の魅力を発信

しました。配信後はアーカイブ動画をReライフ.netに掲載しました。

朝日カルチャーセンターでオンライン講座を実施

18

⚫参加者数：事前登録数1,331人、当日視聴者数 739人（全５回計）

性別・年齢別 受講者数

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

20以下 30 40 50 60 70 80 90 不明

男性

女性

全国の受講者数約15万人

実施地域



オンラインイベントの実施
事業報告

⚫ 第１回朝日カルチャーセンター講座

19

日時 2020年12月22日 14:00～15:00

テーマ
1部「コロナ禍のフレイル予防 －寝たきりにならないための簡単エクササイズ－」
2部「新たな生きがいの発見 －介護のしごとが介護予防に－」

講師 理学療法士 井上航さん／和が家グループ代表 直井誠さん、シニアゲスト 林和美さん

告知

朝日カルチャー首都圏教室にチラシ設置
朝日カルチャーセンターTwitter・Facebook投稿
朝日新聞全国版夕刊に広告掲載
Reライフメールマガジン34,000通発信
なかまぁる告知記事

事前登録数 262件

参加者数 124 件

チラシ なかまぁる告知記事朝日新聞全国版夕刊全２段（12月7日～9日掲載）

12/16Reライフメール



オンラインイベントの実施
事業報告

⚫ 第１回朝日カルチャーセンター講座 アンケート結果

20

自由記述抜粋

⚫ 介護に対しポジティブに考えられるようになった。

⚫ 時代によって介護という概念も変わってきたと感じた。

⚫ アクティブシニアが増えると、より活動力のある生活が生まれるのではないかと感じました。元気な方から元気をもらう。

支援している側もされる側もお互いに相乗効果で張りが出る…良いなと思います。

⚫ 買い物そのものがデイサービスとして提供されていることは、様々な要素が含まれており、素晴らしいと思いました。

⚫ これからが楽しみです。自分自身の介護への考え方を改革していきたいと思っており、この講座は有益だと思います。

⚫ 認知症デイを起ち上げたいので参考になりました。

Ｑ．今回のプログラムをご覧になって介護の仕事に

対するイメージに変化はありましたか

Ｑ．あなたは介護の周辺業務を知っていましたか

良くなった計：56.4%

※2名無回答



⚫ 第２回朝日カルチャーセンター講座

21

日時 2021年１月19日 14:00 ～ 15:00

テーマ 地域デビューで輝くシニアライフ

講師 アモールファティ代表 羽吹さゆりさん／シニアゲスト川崎恵美さん・諏訪ゆきこさん

告知
朝日カルチャーセンターTwitter 投稿
朝日新聞朝刊に広告掲載
なかまぁる告知記事

事前登録数 168件

参加者数 109件

朝日新聞全国版朝刊全５段（1月1日掲載）

なかまぁる告知記事

オンラインイベントの実施
事業報告



⚫ 第２回朝日カルチャーセンター講座 アンケート結果

22

自由記述抜粋

⚫ 実際に地域で活動されている方のお話だったので分かりやすかった。

⚫ 今後の自分たちの世代がこの職種には必要なのだという事が分かった。

⚫ 介護と言うと専門職の学校で学んで一通り実習を受けなければ周辺業務もできないのかと思っていました。介護のハードル

が下がりました。

⚫ 講師の方が楽しそうにご経験を話してくださったのでこちらも楽しく聴かせていただきました。私にも何かできることから

始めたいと思いました。ありがとうございました。

⚫ 自分の生活経験を社会に役立たせる事ができる。

⚫ 70歳からのデビューは難しいかな？という思いと、周辺業務なら大丈夫？との思いが交錯する。

⚫ 介護人材が少ない中、周辺業務のできる人材を生かした仕事を施設内や地域で生かせていけたらいいと思いました。

⚫ 身近に介護を体験しないと介護の世界に入り難い。地域デビューをしてまずは「新友」を作るところから始めれば良い。

Ｑ．今回のプログラムをご覧になって介護の仕事に

対するイメージに変化はありましたか

Ｑ．あなたは介護の周辺業務を知っていましたか

オンラインイベントの実施
事業報告

良くなった計：50.9%



⚫ 第３回朝日カルチャーセンター講座
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日時 2021年１月28日 14:00 ～ 15:00

テーマ 趣味を生かして広がる交流

講師 一般社団法人セルフケア・ネットワーク代表 髙本眞左子さん／シニアゲスト市川美奈子さん・廣田洋子さん

告知

朝日カルチャーセンターTwitter 投稿
朝日新聞朝刊に広告掲載
Re ライフメールマガジン34,000通発信
なかまぁる告知記事

事前登録数 271件

参加者数 163件

朝日新聞全国版朝刊全５段（1月1日掲載）
なかまぁる告知記事

1/20Reライフメール

オンラインイベントの実施
事業報告



⚫ 第３回朝日カルチャーセンター講座 アンケート結果

24

自由記述抜粋

⚫ “得意”を高齢者施設で生かす…４つのポイント、大変参考になりました。

⚫ 自分にできることがもしかしたらあるかもという希望を持たせてくれました。

⚫ 介護の仕事について理解が深まった。介護というと身体的な補助などがイメージとしてあったので。

⚫ 自分の好きなことを生かしながら社会に役立てる活動があることを知り、改めて関心を持ちました。

⚫ 気負わずに福祉や介護の仕事ができることを知りました。講師の高本さんのようにご自身の経験やご趣味を生かして後見さ

れている方がいらっしゃると、介護のお仕事のイメージも変わり身近に感じられます。このようなセミナーを各自治体や学

校、企業などでも開催してほしいです。

⚫ 今後益々介護を必要とする人が増えるので、何か関われることがあればと思う。

⚫ まだ介護に携わるには壁を払拭できない。

⚫ 私にとっては、福祉は重いイメージなことは変わりありませんが、積極的に関わる方の話を伺い、少し興味を持ちました。

Ｑ．今回のプログラムをご覧になって介護の仕事に

対するイメージに変化はありましたか

Ｑ．あなたは介護の周辺業務を知っていましたか

オンラインイベントの実施
事業報告

良くなった計：49.3%

22名

24名



⚫ 第４回朝日カルチャーセンター講座
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日時 2021年２月８日 14:00 ～ 15:00

テーマ アクティブシニアのためのライフプラン

講師 認定NPO法人Link・マネジメント理事 木村誠さん、定食屋きまぐれ店長 尾田淳さん

告知
朝日カルチャーセンターTwitter、Facebook投稿
朝日新聞デジタルメールマガジン送付82,000通×２回発信
なかまぁる告知記事

事前登録数 405件

参加者数 223件

なかまぁる告知記事1/21、2/2朝デジメルマガ

オンラインイベントの実施
事業報告



⚫ 第４回朝日カルチャーセンター講座 アンケート結果
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自由記述抜粋

⚫ 大変勉強になりました。社会、福祉、介護と関わっていこうと思いました。

⚫ 若い経験ある経営者が活躍していることで、明るい介護を感じられた。

⚫ 介護の仕事には「周辺業務」というものがあることに興味を持ちました。高齢の方もこの仕事に関わっていらっしゃるとい

うことで、高齢でもできる仕事があることを知り、希望をもちました。

⚫ 介護の仕事に対する敷居が低くなりました。

⚫ サラリーマンを退職し、隠居生活10年ほどになり、今は自分の趣味にどっぷり浸っている毎日です。できれば地域とつなが

りを持ち、地域に役立てることはないかと最近は思っています。

⚫ 尾田さんの取組と話す内容が非常に入ってきやすかった。狭い地域の中で人と人とがもたれかかっていけるような何かを私

もやりたいと強く感じた。

⚫ 介護は聞いただけでは理解できない。体験が必要なことをもっとＰＲすべき。

Ｑ．今回のプログラムをご覧になって介護の仕事に

対するイメージに変化はありましたか

Ｑ．あなたは介護の周辺業務を知っていましたか

オンラインイベントの実施
事業報告

良くなった計：46.2%



⚫ 第５回朝日カルチャーセンター講座
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日時 2021年２月22日 14:00 ～ 15:00

テーマ セカンドキャリアとしての福祉・介護の仕事

講師 シニアライフアドバイザー 松本すみ子さん、未来をつくるkaigoカフェ 高瀬比左子さん

告知
朝日カルチャーTwitter/Facebook告知投稿
講座受講者（1～4 回目まで）に DM メール送付
Re ライフメールマガジン送付34,000通発信

事前登録数 225件

参加者数 120件

なかまぁる告知記事

2/17Reライフメール

オンラインイベントの実施
事業報告



自由記述抜粋

⚫ 男性シニアの仕事について実例を交えた説明があり分かりやすかった。

⚫ 何度か講座に参加しているので知っていることも多かったが、非常に分かりやすく説明があり、再確認する形で参考になった。

⚫ 松本先生のお話はこれまで携わって来た仕事の経験やスキルが訓練を経て介護分野でも生かせることがわかりとても嬉しく自信がつき

ました。高瀬先生の介護業界をより明るく元気と笑顔が溢れる環境にされたいというお気持ちが伝わりました。

⚫ 利用者に年齢が近い人が親しみやすいと聞いたので、自分の老後の目標の一つになった。

⚫ 介護という固定観念から離れて、自分のできること、特技から始めて介護に繋げていくことができると気付いた。

⚫ 個人的に介護業界でのセカンドライフを計画しています。まだ一人で色々考えているのではじめの一歩がなかなか踏み出せません。自

分が何をしたいか、何をしたくないかを考えることが重要というお話に納得感が高かったです。

⚫ 60代以上の方は介護の情報を仕入れたいと思っています。働いたり、ボランティアで関わったりすることで、良い施設と仲良くなり、

自分や家族が納得のいく施設に入れる土台を作る、というようなことはとても興味があるのではないでしょうか。

⚫ 介護の仕事は怪我をさせてはいけない、と予防線を張っていたが、できること、したいことのお手伝いをすればいいんだと思いました。

⚫ 社会福祉法人で地域にボランティアを募る立場でありますが、周辺業務を詳しく説明されているところが非常に分かりやすく、参考に

させて頂きたいと思いました。

⚫ 第５回朝日カルチャーセンター講座 アンケート結果
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Ｑ．今回のプログラムをご覧になって介護の仕事に

対するイメージに変化はありましたか

Ｑ．あなたは介護の周辺業務を知っていましたか

オンラインイベントの実施
事業報告

良くなった計：60.9%



マスメディアを活用した情報発信
事業報告

Reライフフェスティバルの採録やの採録や介護の就業意向に関する調査結果の中間報告を朝日新聞紙面上で展開。

周辺業務を図解し掲載することで、介護や福祉の仕事に対する関心を高めました。

広くアクティブシニア層に到達する朝日新聞全国版朝刊を活用

29

令和２年11月11日（水）

Reライフフェス＠home採録

令和３年１月31日（日）

Reライフ読者会議アンケート報告
令和３年２月27日（土）

短編動画の紹介

⚫【到達数】発行部数5,954,336×回読人数2.2人×３回＝39,298,617人



ビデオリサーチ社が調査主体となり、全国18紙で共同運用している新聞広告の共通調査プラットフォーム「J-MONITOR」

調査を実施。広告接触前後の意識変容を確認しました。

J-MONITOR調査結果
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マスメディアを活用した情報発信
事業報告

Ｑ．回答者の属性「あなたは何のために働きたいと思うか」

Ｑ．広告特集の接触状況と内容の伝達度（4つの指標）

■上位3項目

11月11日 1月31日 2月27日
平均

50代・60代の回答数 120 122 124 

生活費を稼ぐため 57.1 68.9 53.5 59.8 

生きがいを感じるため 47.6 50.0 50.7 49.4 

余裕をもって暮らすため 35.2 58.1 53.5 48.9 

健康を維持するため 41.0 45.9 47.9 44.9 

様々な人と繋がっていたいため 45.7 44.6 49.3 46.5 

社会や地域の役に立つため 39.0 31.4 45.1 38.5 

趣味や専門を生かすため 28.6 21.6 16.9 22.4 

11月11日 1月31日 2月27日
平均

50代・60代の回答数 120 122 124 

広告を確かに見た、読んだ 48.8 59.0 41.9 49.9 

内容が理解できた（あてはまる＋やや） 83.3 90.2 86.1 86.5 

内容に興味を持った（あてはまる＋やや） 68.3 71.3 59.0 66.2 

内容に好感を持った（あてはまる＋やや） 75.8 83.6 70.5 76.6 

内容が信頼できる（あてはまる＋やや） 80.0 87.7 77.0 81.6 

■上位3項目



J-MONITOR調査結果
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Ｑ．広告に接触しての周辺業務の理解や興味

11月11日 1月31日 2月27日
平均

50代・60代の回答数 120 122 124 

「周辺業務」を以前から知っていた（あてはまる＋やや） 35.0 47.5 36.9 39.8 

「周辺業務」について理解できた（あてはまる＋やや） 84.2 86.9 81.1 84.1 

「周辺業務」に興味を持った（あてはまる＋やや） 61.7 61.5 46.7 56.6 

Ｑ．広告特集で紹介されている各サイトにアクセスしたいと思ったか

11月11日 1月31日 2月27日
平均

50代・60代の回答数 120 122 124 

Reライフ.netにアクセスしたいと思う（あてはまる＋やや） 47.5 56.6 41.0 48.4 

ふくしかいご.jpにアクセスしたいと思う（あてはまる＋やや） 44.2 45.9 30.3 40.1 

マスメディアを活用した情報発信
事業報告



J-MONITOR調査結果
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Ｑ．福祉・介護の仕事に対するイメージの態度変容（良化）

11月11日 1月31日 2月27日
平均

50代・60代の回答数 120 122 124 

良くなった計（良くなった＋やや＋変わらない（良いまま）） 74.2 77.9 76.2 76.1 

Ｑ．広告特集を見ての感想

マスメディアを活用した情報発信
事業報告

11月11日 1月31日 2月27日
平均

50代・60代の回答数 120 122 124 

あらためて福祉・介護の仕事に注目した 49.2 38.5 34.4 40.7 

福祉・介護の仕事の理解が深まった 40.0 45.9 41.0 42.3 

福祉・介護の仕事を支援したい 12.5 11.5 8.2 10.7 

話題にしたい・誰かに話したい 5.0 6.5 6.6 6.0 

福祉や介護の仕事の魅力を知った 5.0 9.0 3.3 5.8 

インターネットで調べてみたい 4.2 8.2 8.2 6.9 

福祉・介護を仕事の選択肢として考えるようになった 3.3 3.3 4.1 3.6 

紹介されている特設サイトにアクセスした 1.7 1.6 0.8 1.4 

福祉・介護の職場研修などに参加してみたい 1.7 3.3 0.0 1.7 

■上位3項目



J-MONITOR調査結果
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自由記述抜粋

マスメディアを活用した情報発信
事業報告

⚫ 介護職というと直接高齢者に携わる人を想像していたが、経理や事務など自分の経験を生かして支援ができるこ
とを知ったのはとてもよかったし参考になった。（50代男性）

⚫ 福祉や介護の現場は重労働でキツいというイメージしかなかったが、今回の広告によって、周辺業務もあること
を知りました。（50代男性）

⚫ 介護の仕事については、全く知識はない。専門業務と周辺業務という言葉すら、知らなかった。周辺業務は年齢
や経験知識が必要とされる業務であり、特別な知識が無くても一般の人でもやれるかもしれない。その分野の情
報が世間にあまり知られてない気がする。（50代男性）

⚫ 今後ますます介護の仕事の重要性、必要性について再確認できた。（60代男性）
⚫ 福祉に携わることが少し身近に感じられた。（60代男性）
⚫ 近い将来、自分が世話にならないとも限らない介護ですが、多彩な業務があり世話になる前に協力できるかなと

の思いが沸きました。しかしながら知れば知るほど大変な仕事だと思い、実際に現場で作業されている方に敬
意を表します。（60代男性）

⚫ 資格のない自分も周辺業務なら何か出来ることがあるかもしれないと思い、ネット等で調べてみたくなった。
（50代女性）

⚫ 以前に比べて介護職に好感を持てるようになった。今後の就職先の候補にしたいと思った（50代女性）
⚫ 周辺業務という言葉を初めて知った。専門的な知識技術を必要とする業務と専門知識や特別な技術が無くても可

能な業務を分けて担当するのはとても有意義なことだと思った。いずれは周辺業務に携われたら良いと思う。
（60代女性）

⚫ 自分の資格とは無縁と思っていたが、できることはあるかもしれない。家族の将来のためにも学んでおくのもい
いかもしれない。（60代女性）

⚫ この広告特集を見て視野を広げる、地域貢献ができる仕事など、いままでの介護に関するイメージが大きく変わ
りました。（60代女性）

⚫ 介護の仕事は専門業務だけでなく生活をサポートする周辺業務もあるということを知り、そういうことならば自
分も何かかかわることが出来るのではと思う。これからできることがあるか調べてみたい。（60代女性）



広くアクティブシニア層に到達するBS朝日で特別番組を放送

番組名：人生100年時代の介護のカタチ～これからの働き方～
放送日：2021年３月14日（日）15：00～15：30

※アーカイブ動画を３月31日までReライフ.netに掲載
出演者：田中健さん、中島史恵さん、酒井瞳さん
取材施設：社会福祉法人江寿会特別養護老人ホームアゼリー江戸川

社会福祉法人ライフの学校特別養護老人ホーム萩の風
内容：①周辺業務で活躍するシニアのインタビュー

②シニアタレントの周辺業務体験
③介護施設の取組やエッセンシャルワーカーの魅力など

視聴者数：42,860,000世帯×視聴率0.1％×世帯平均人数2.44人＝10,457,840人

34

マスメディアを活用した情報発信
事業報告

福祉・介護の仕事のリアルな現場とそこで働くアクティブシニアの活躍、周辺業務を分かりやすく解説する内容の特別番

組を制作しBS朝日で放映。アーカイブ動画をReライフ.netに掲載しました。



インターネットを活用した情報発信
事業報告

周辺業務の多様性を表す短編動画の制作

タイトル 内容

１ 記録管理の仕事編 エクセルなどのスキルを生かして、訪問看護のための書類作成や整理、データベースづくり。

２ リネン交換の仕事編 IT業界から転身し、72歳で再就職。介護施設で週２回４時間ずつ、ベッドメイキングに従事。

３ レクリエーションの仕事編 デイサービスの利用者が夢中になれるレクリエーションや、手芸の技を生かした物づくりで活躍。

４ 事務の仕事編 社会保険労務士事務所で働いた経験を生かし、訪問看護の会社で事務を担当。

５ DIYの仕事編 デイサービスの利用者が楽しめるDIYを指導。趣味で続けていたことを発揮している。

６ 外出支援の仕事編 デイサービスでのリハビリの環境を整えたり、体操を教えたり、散歩の付き添いスタッフとして活躍。

７ 掃除の仕事編 マンション管理業務を辞したのち、住宅型の有料老人ホームに再就職。掃除の仕事を担当。

８ 経理の仕事編 元銀行マンが小規模多機能型の介護施設に再就職し経理を担当。心の健康も保つ。

９ 生活支援の仕事編 夫との死別後、青森から娘のいる東京へ。介護施設で食事の支度や見守り仕事に生きがい。

10 調理の仕事編 居酒屋で培った料理の腕を生かし、住宅型有料老人ホームで食事作りを担当。

11 送迎運転の仕事編 レンタカー会社で働いていたことから、高齢者の自宅と介護施設を行き来する送迎ドライバーに。

介護現場で働くシニアや周辺業務の仕事内容を紹介する約3分の短編動画を11本制作し、Reライフ.netで公開しました。

周辺業務の多様性や、さまざまな働き方があることを伝える内容となっています。
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インターネットを活用した情報発信
事業報告

Reライフ.net 特集ページ「これからのKAIGO」

Reライフプロジェクトが運営するウェブサイト「Reライフ.net」に特集ページ「これからのＫＡＩＧＯ」を設置。アクティブシニアの

興味を喚起するため、著名人を活用した記事を展開するとともに、本年度制作したコンテンツを本ページに集約しました。
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■…短編動画

■…朝日カル講座

合計35,159PV

記事 PV数 UU数
動画
再生数

1 世代が近い他人だからできること互いに与え合える介護を目指して（岸本洋子さん） 6,894 5,431

2 社会から切り離されず、友人も気軽に行き来できる介護の仕組みを（姫野カオルコさん・上） 6,479 5,589

3 家族まかせの介護をこえて 社会に溶け込み世代をまたいで（姫野カオルコさん・下） 838 568

4 「介護」という言葉の重さに、惑わされてはいけない！（綾戸智恵さん） 7,073 6,424

5 まずは自分でやってみる そこに人が集まってくる（杉良太郎さん） 5,842 5,329

6 「ありがとう」がうれしくて福祉・介護の仕事、その魅力とは？ 727 391

7 体力的に不安、親の介護が… 福祉・介護の仕事に踏み切れないわけ 655 374

8 散歩の同伴、会話の相手、事務の手伝い…「周辺業務」なら私もできる 3,597 3,241

9 あなたは行動派? 挑戦派? ぴたりくる介護の仕事はタイプごとに異なる 49 22

10 興味ある仕事、世代や男女で大きな差 仕事を知って関心アップ 17 6

11 多彩な趣味いかして 介護現場で楽しくお手伝い 259 129 50

12 元気なシニアの講習会で見つけた自分にもできる支え 220 148 69

13 共に働く私も楽しめて、毎日勉強させてもらってます 145 82 54

14 必要としてくださる場所で、楽しく働いています 212 151 92

15 培ったスキルが生かせ、社会につながっていられる仕事です 187 112 42

16 すべてが学びの毎日 人との関わりを大切にこころを込めて掃除します 80 62 32

17 フレイル予防もかねて いくつになっても自信につながる仕事をしたい 124 88 32

18 「自分にできること」で働くことができ みなさんに元気もらってます 77 63 23

19 亡くなった親や夫にできなかったことをみなさんにお返ししたくて 83 65 17

20 「いつまでもおいしい食事を楽しんで」居酒屋で培った料理の腕ふるう 70 57 43

21 「安全運転」を徹底するためゆったりとした勤務形態で働いています 100 82 40

22 体と心の健康を大切に 人生100年時代をいきいきと過ごすために 19 16 60

23 みんなで支え合える地域づくり 地域デビューで輝くシニアライフ 16 12 18

24 周りの人とつながるきっかけに 趣味を生かして広がる交流の輪 5 5 14

25 アクティブシニアのためのライフプラン お金の備えから地域のつながりまで 4 4 31

26 セカンドキャリアとしての福祉・介護の仕事 15 12 47

27 新田恵利さんと学ぶ福祉と介護のリアル セカンドキャリアで介護をひらく ※3/31掲載終了 1,093 533

28 人生１００年時代の介護のカタチ～これからの働き方～（BS朝日アーカイブ）※3/31掲載終了 279 195 122

https://www.asahi.com/relife/special/kaigo/

https://www.asahi.com/relife/special/kaigo/


Reライフ.net 掲載記事
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１ 世代が近い他人だからできること
互いに与え合える介護を目指して

２ 社会から切り離されず、友人も
気軽に行き来できる介護の仕組みを

３ 家族まかせの介護をこえて
社会に溶け込み世代をまたいで

インターネットを活用した情報発信
事業報告



Reライフ.net 掲載記事
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４「介護」という言葉の重さに、
惑わされてはいけない！

５ まずは自分でやってみる
そこに人が集まってくる

６「ありがとう」がうれしくて
福祉・介護の仕事、その魅力とは？

インターネットを活用した情報発信
事業報告



Reライフ.net 掲載記事
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７ 体力的に不安、親の介護が…
福祉・介護の仕事に踏み切れないわけ

８ 散歩の同伴、会話の相手、事務の
手伝い…「周辺業務」なら私もできる

９ あなたは行動派? 挑戦派? ぴたりくる
介護の仕事はタイプごとに異なる

インターネットを活用した情報発信
事業報告



Reライフ.net 掲載記事
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10 興味ある仕事、世代や男女で大きな差
仕事を知って関心アップ

11 多彩な趣味いかして
介護現場で楽しくお手伝い

12 元気なシニアの講習会で見つけた
自分にもできる支え

インターネットを活用した情報発信
事業報告



Reライフ.net 掲載記事

41

13 共に働く私も楽しめて、
毎日勉強させてもらってます

14 必要としてくださる場所で、
楽しく働いています

15 培ったスキルが生かせ、
社会につながっていられる仕事です

インターネットを活用した情報発信
事業報告



Reライフ.net 掲載記事
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17 フレイル予防もかねて いくつに
なっても自信につながる仕事をしたい

18「自分にできること」で働くことができ
みなさんに元気もらってます

16 すべてが学びの毎日 人との関わりを
大切にこころを込めて掃除します

インターネットを活用した情報発信
事業報告



Reライフ.net 掲載記事
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21「安全運転」を徹底するため
ゆったりとした勤務形態で働いています

20「いつまでもおいしい食事を楽しんで」
居酒屋で培った料理の腕ふるう

19 亡くなった親や夫にできなかったことを
みなさんにお返ししたくて

インターネットを活用した情報発信
事業報告



Reライフ.net 掲載記事
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23 みんなで支え合える地域づくり
地域デビューで輝くシニアライフ

24 周りの人とつながるきっかけに
趣味を生かして広がる交流の輪

22 体と心の健康を大切に 人生100年
時代をいきいきと過ごすために

インターネットを活用した情報発信
事業報告



Reライフ.net 掲載記事
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25 アクティブシニアのためのライフプラン
お金の備えから地域のつながりまで

26 セカンドキャリアとしての
福祉・介護の仕事

インターネットを活用した情報発信
事業報告



なかまぁる 特集ページ「これからのKAIGO」

⚫ 福祉にまつわるウェブサイト「なかまぁる」に特集ページ「これからのＫＡＩＧＯ」を設置。

⚫ Reライフ.netはアクティブシニア本人向けの情報発信を行う一方、なかまぁるでは介護現場・

行政等の実践例を紹介する記事を掲載しました。

⚫ 未来をつくるkaigoカフェと連携し、「周辺業務・介護助手の新たなネーミングを考えるワーク

ショップ」を開催。周辺業務を分かりやすくアピールし、多くの人に興味を持ってもらうため

に、全国の介護関係者など15人が集まり、アイディアを出し合いました。その様子をなかまぁ

るおよび朝日新聞で広く発信しています。

46

記事 PV数 Yahoo! LINE
スマート
ニュース

1 80歳まで働ける中高年で介護の世界に飛び込む人材を支えるポイントは？ 10,100 22,768 502 3,815

2 自宅での自立生活支えるから面白いホームヘルパー宮本慶子さんの52歳の選択 9,473 507 12 1,016

3 早期退職後のリスタート介護を通じた「地域貢献」で気づいた大切なこと 8,872 23,318 22 1,996

4 地域密着で利用者も職員も掘り起こし川崎「ひつじ雲」の好循環を支えるひみつ 8,020 2,190 29 0

5 高齢独居の急増社会を支える「市民後見人」求む！先進地・志木市の挑戦と課題 8,136 4,805 6 79

6 地元の元気な高齢者を「介護助手」に採用介護老人保健施設「いこいの森」の戦略 10,148 46,739 226 3,961

7
「周辺業務？」「介護助手？」やりがいや誇りを持って働いてもらうには……
新たなネーミング考えました

9,499 1,955 24 2,042

8 男の介護経験のいかし方妻のがんをきっかけに生涯現役で働けるヘルパーの仕事に出会えた 11,790 28,515 70 218

9 日本全国の福祉・介護情報プラットフォーム「ふくしかいご.jp」のご紹介 6,972 0 0 0

10
健康だから働くのではなく、健康のために働く「就労トライアル」
介護人材確保を支援する宝塚モデル

10,578 2,481 86 418

合計 241,388PV

https://nakamaaru.asahi.com/series/11032055

インターネットを活用した情報発信
事業報告

https://nakamaaru.asahi.com/series/11032055


なかまぁる掲載記事
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3 早期退職後のリスタート介護を通じた
「地域貢献」で気づいた大切なこと

2 自宅での自立生活支えるから面白い
ホームヘルパー宮本慶子さんの52歳の選択

1 80歳まで働ける中高年で介護の世界に
飛び込む人材を支えるポイントは？

インターネットを活用した情報発信
事業報告



なかまぁる掲載記事
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5 高齢独居の急増社会を支える「市民後見人」
求む！先進地・志木市の挑戦と課題

4 地域密着で利用者も職員も掘り起こし
川崎「ひつじ雲」の好循環を支えるひみつ

6 地元の元気な高齢者を「介護助手」に採用
介護老人保健施設「いこいの森」の戦略

インターネットを活用した情報発信
事業報告



なかまぁる掲載記事
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7 「周辺業務？」「介護助手？」やりがいや誇りを持って
働いてもらうには……新たなネーミング考えました

８男の介護経験のいかし方妻のがんをきっかけに
生涯現役で働けるヘルパーの仕事に出会えた

インターネットを活用した情報発信
事業報告



なかまぁる掲載記事
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10 健康だから働くのではなく、健康のために働く
「就労トライアル」介護人材確保を支援する宝塚モデル

9日本全国の福祉・介護情報プラット
フォーム「ふくしかいご.jp」のご紹介

インターネットを活用した情報発信
事業報告



掲載記事への誘導
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Reライフ.netおよびなかまぁるへの記事誘導を行うため、アクティブシニア向けにメールマガジンを配信しました。

インターネットを活用した情報発信
事業報告

《PR》人生100年時代、福祉・介護の仕事で新たな生きがいを見つけて
みませんか？
Reライフ世代にとっても他人事ではない「介護」。今、アクティブシニ
アの力が期待されています。
綾戸智恵さん、杉良太郎さんらが語る介護の魅力や、介護現場で活躍す
るReライフ世代の動画を公開中！
【特集ページこれからのＫＡＩＧＯ】
https://www.asahi.com/relife/special/kaigo/?utm_source=relife&utm
_medium=email&utm_campaign=mar17

--------------------
[PR]今、介護現場ではアクティブシニアの力が必要とされています。あなたも介護の現場に飛び込
んでみませんか？

http://links.email.asahi.com/els/v2/G86acmr8yah2/M1lKendXZlJyQmVrRzZPWERoUzZDSzZlMS
trTGRud3U4b3B6VkROYnVwcUowWFIrUUI3SUhBSUE4WTdVZ1I0TEYrbnV6dFJ3WmJDSndGN25
ib2tvQk1aRGkzVitlcGdwb1dCMjArNENDOXM9S0/
(Reライフ.netに遷移します。)

専業主体：朝日新聞社メディアビジネス局（厚生労働省補助事業）
--------------------
※このメールは、これまで朝日新聞社グループのサービスを利用、またはイベントやキャンペーン
などに参加、申し込みされた方にお送りしています。
※以下は朝日新聞社メディアビジネス局のお知らせ(PR)です。
朝日新聞社
--------------------

誰にとっても人ごとではない「介護」。自分の得意な分野で活躍しながら社会貢献もできる介護の
仕事は、定年後のセカンドライフの一つとして注目が集まっています。誰もがイメージする
「The・介護」とは違った多様なしごとや活躍の場も。Reライフ.netの特集ページ「これからのＫ
ＡＩＧＯ」では、介護の魅力を伝えるコンテンツを配信中です。

■綾戸智恵さんインタビュー／「介護」という言葉の重さに、惑わされてはいけない！
■杉良太郎さんインタビュー／まずは自分でやってみる そこに人が集まってくる
■新田恵利さん出演動画／新田恵利さんと学ぶ福祉と介護のリアル セカンドキャリアで介護をひ
らく
■読者会議メンバーアンケート／「ありがとう」がうれしくて福祉・介護の仕事、その魅力とは？
■介護現場で活躍するアクティブシニアの動画
など

▼特集ページ「これからのＫＡＩＧＯ」を見る

http://links.email.asahi.com/els/v2/X6xaBxgp_wTd/M1lKendXZlJyQmVrRzZPWERoUzZDSzZlM
StrTGRud3U4b3B6VkROYnVwcUowWFIrUUI3SUhBSUE4WTdVZ1I0TEYrbnV6dFJ3WmJDSndGN2
5ib2tvQk1aRGkzVitlcGdwb1dCMjArNENDOXM9S0/
(Reライフ.netに遷移します。)
===========================

3/19朝日新聞デジタルメールマガジン（86,000通）

3/17Reライフメール

https://www.asahi.com/relife/special/kaigo/?utm_source=relife&utm_medium=email&utm_campaign=mar17
http://links.email.asahi.com/els/v2/G86acmr8yah2/M1lKendXZlJyQmVrRzZPWERoUzZDSzZlMStrTGRud3U4b3B6VkROYnVwcUowWFIrUUI3SUhBSUE4WTdVZ1I0TEYrbnV6dFJ3WmJDSndGN25ib2tvQk1aRGkzVitlcGdwb1dCMjArNENDOXM9S0/
http://links.email.asahi.com/els/v2/X6xaBxgp_wTd/M1lKendXZlJyQmVrRzZPWERoUzZDSzZlMStrTGRud3U4b3B6VkROYnVwcUowWFIrUUI3SUhBSUE4WTdVZ1I0TEYrbnV6dFJ3WmJDSndGN25ib2tvQk1aRGkzVitlcGdwb1dCMjArNENDOXM9S0/


楽天インサイト社のブランドリフト調査を実施し、「Reライフ.net」および「なかまぁる」の指定記事および記事に埋め込まれた

動画の接触者と非接触者における、「福祉・介護のしごと」に対する意識やイメージを比較し、記事の影響を把握しました。
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調査手法 インターネット調査

調査地域 全国

対象者条件
・50歳～75歳の男女
・該当URLへの接触者／非接触者

サンプル
サイズ

合計：200ss（接触者100ss、非接触者100ss）

※接触者はログの有無により判定
※性年代の構成比は、総務省統計局2020年労働力調査（2021年1月29日公開）に準じ、接触／非接触者
それぞれにおいて以下のように割付

実施期間 2021年3月15日(月)～3月23日(火)

実施機関 楽天インサイト株式会社

50～54歳 55～59歳 60～64歳 65~75歳 合計

男性 13 11 9 17 50

女性 14 12 8 16 50

合計 27 23 17 33 100

50～54歳 55～59歳 60～64歳 65~75歳 合計

男性 13 11 9 17 50

女性 14 12 9 15 50

合計 27 23 18 32 100

■接触者 ■非接触者

インターネットを活用した情報発信
事業報告

ブランドリフト調査



53

説明提示後「周辺業務」認知
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※接触者スコアTOP5掲載
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手
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非接触者 接触者

介護職・地域貢献に対する意識

興味・関心のある周辺業務TOP5

29.0

43.0

0%

20%

40%

60%

非接触者 接触者

周辺業務についての説明提示前 介護職のイメージTOP10

※「知っていた」スコア
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47.0
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29.0

19.0

15.0

15.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体力的に重労働である

待遇は十分とはいえない

専門的な資格やスキルを
必要とする仕事

社会的に地位が低い
仕事とみられている

高齢者福祉だけではなく、
幅広い対象を支援する仕事である

勤務時間など
柔軟な働き方がしにくい

専門的な資格がなくても携われる
周辺業務と呼ばれる仕事がある

福祉・介護の仕事の知見は
他業界でも生かせる

地域の人々の協力が
求められている

地域作りや地域活性化まで担う

非接触者 接触者
※接触者スコアTOP10掲載

記事接触者の介護の「周辺業務」の認知率は、周辺業務についての説明提示前後ともに非接触者と比べて顕著に高い。ま
た、介護職・地域貢献に対する意識は、いずれの内容も記事接触者の意向・意欲が高い。業務内容は特に外出やコミュニ
ケーション、施設の事務仕事の手伝いにおいて、非接触者と比べて興味・関心が高くなっている。

※TOP2計／選択肢は略名

インターネットを活用した情報発信
事業報告

ブランドリフト調査
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TOP 接触者の行動TOP3 ％

1 福祉や介護の仕事に関する情報収集をした 12.0

2 家族や近所など身近にいるお年寄りのお手伝いをした 10.0

3 福祉や介護の職場でパート・アルバイトをした（している） 9.0

半年以内の「福祉・介護」行動「介護の仕事」魅力ワードTOP3

非接触者

TOP 魅力ワード ％

1
介護現場に関わった経験は、あなたの家族やあなた自身
の介護にも役立ちます

26.0

2
介護の周辺業務なら、時間や勤務日などが選べ、あなた
にあった働き方ができます

25.0

3 介護現場は人手が足りず、あなたにあった仕事が探せます 23.0

接触者

TOP 魅力ワード ％

1

介護現場に関わった経験は、あなたの家族やあなた自身の
介護にも役立ちます

34.0

介護現場は人手が足りず、あなたにあった仕事が探せます 34.0

3
介護の現場には、あなたの得意なことを生かせる仕事があり
ます

31.0

※カテゴリ毎の計スコア
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インターネットを活用した情報発信
事業報告

介護の仕事に対する魅力ワードは、記事の接触に関わらず、“家族や自身に役立つ“が最も高い。接触者は、自身にあった
仕事が探せることや、得意なことを生かせることに対する魅力が高い。半年以内の「福祉・介護」行動として、接触者は
“ボランティアや手伝い”“情報収集や問合せ”“就業・職場体験”といった行動実施率が非接触と比べて高い。

ブランドリフト調査



福祉・介護に関する情報が集まる「情報発信プラットフォーム（ふくしかいご.jp)」と連携し、福祉・介護の仕事

に関心を持ったアクティブシニアをふくしかいご.jpへ送客することで、都道府県や市町村の取組への誘導や他事業

の効果を高めました。

ふくしかいご.jpへの送客
事業報告

⚫ 職場体験

⚫ 入門的研修

⚫ 介護分野への元気高齢者等

参入促進セミナー

都道府県や市町村の取組オンラインイベント・動画

メディア発信

送客

送客
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介護の仕事に関心を持ったアクティブシニアをふくしかいご.jpに送客

誘導

⚫送客数

11/11新聞 221人
1/31新聞 300人
2/27新聞 304人
Reライフ.net 30人
なかまぁる 649人

合計 1,504人
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クロスメディア広報の到達 イメージスコアの改善
オンラインセミナーの

参加人数
ふくしかいご.jpへの

送客数

KPIの定義
クロスメディア広報の
到達人数

広告を見ての「介護の仕事」の
イメージ変化やその後の行動な
ど態度変容

オンラインセミナーの出席
者数、アーカイブコンテン
ツの視聴者数

ふくしかいご.JPへ送客をし
た数

KPIのカウントの仕方

(1) Webサイト
PV数

(2) 新聞
発行部数×回読人数

(3) BS朝日
視聴可能世帯数×視聴率
×世帯平均人数

(1) Webコンテンツ
インターネット調査
記事接触者と非接触者にお
ける意識の比較

(2) 新聞
J-MONITOR調査(50,60代)
広告接触前後の意識変容

(1) Reライフフェス
視聴者数、視聴回数

(2) 朝カル講座
事前登録者数および
当日参加者数

(1)Webサイト
リンク掲載

(2)新聞広告
QRコード等

KPIのカウントの
タイミング

令和3年3月31日 令和3年3月31日 令和3年3月31日 令和3年3月31日

実施結果

(1) Webサイト
①Reライフ.net 35,159PV
②なかまぁる 241,388PV

(2) 新聞
5,954,336×2.2人×３回

＝39,298,617人
(3) BS朝日

42,860,000×0.1％×2.44人
＝10,457,840人

(1) Webコンテンツ
①周辺業務の認知度
非接触29.0⇒接触43.0

②介護の仕事の就業意向
非接触7.0⇒接触16.0

③入門的研修等参加意向
非接触8.0⇒接触22.0

(2) 新聞
①周辺業務に興味を持った
61.7⇒61.5⇒46.7

②介護の仕事に対するイメー
ジが良くなった計
74.2⇒77.9⇒76.2

(1)Reライフフェス（9月）
①9/21時点

1,466UU/2,561回再生
②3/31時点
8,359UU/3,351回再生

Reライフフェス（2月）
①2/28時点

1,820UU/計測なし
②3/31時点
11,514UU/3,484回再生

(2) 朝カル講座（全5回）
①事前登録数1,331人
②視聴者数 739人

(1)Webサイト
① Reライフ.net 30件
②なかまぁる 649件

(2) 新聞広告
①11/11～17 221件
②1/31～2/6 300件
③2/27～3/5 304件
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【到達目標の検証】

⚫ 事業全体の到達規模 約5,005万人
⚫ オンラインセミナーの参加件数とふくしかいご.jpへの送客数 22,116人
⚫ ふくしかいご.jpへの送客数は1,504名確認できているが、ふくしかいご.jpから介護に関する入門的研修、職場体

験等の参加件数は現在のところ把握できていない。

【態度変容―「福祉・介護のしごと」認知やイメージの向上等】

⚫ 新聞広告を全3回掲載し効果を測定したところ、広告理解度、周辺業務の理解度ともに各回80％を超える高い結
果となった。介護の仕事における周辺業務の認知度は約40％と依然として低いままであり、引き続きの啓発が必
要である。広告特集を読んで「周辺業務に興味を持った」と答えた人は全３回平均56.6％、「介護の仕事に対す
るイメージが良くなった・やや良くなった」と答えた人が平均76.1％と高いスコアとなり、周辺業務の周知と
「福祉・介護の仕事の魅力」の側面が認知されたと言える。

⚫ 「Reライフ.net」および「なかまぁる」の記事接触者と非接触者における「福祉・介護のしごと」に対する意識
やイメージを比較したところ、「周辺業務」の認知度は、接触者の方が顕著に高くなった。また、半年以内に
「ボランティアや手伝い」「情報収集や問合せ」「就業・職場体験」を実施した割合も接触者が高くなっており、
記事が周辺業務への意識や介護の仕事への魅力度に影響を与えていると考えられる。

【今年度事業で得られた成果】

⚫今年度はアクティブシニアにおける介護の就業意向に関する調査を実施した。介護の現場で働きたいかという設
問に「あまり働きたくない」「働きたくない」が合わせて約半数であった。周辺業務の存在を知っていると答え
た人は約４割であった。調査内で周辺業務について例示したのちに、改めて「介護の現場で働きたいと思うか」
を尋ねたところ、「あまり働きたくない」「働きたくない」は約３割に減り、「働きたい」「まあ働きたい」は
約１割から約３割に増加した。周辺業務という業務区別の概念と、多様な働き方・関わり方を理解することが興
味・関心につながったものと思われる。周辺業務の理解促進は非常に重要であり、引き続き啓発を行っていく必
要がある。また本調査結果はReライフ.net上に掲載しており、業界団体や自治体等の積極的な活用を促していく。

⚫介護現場で働くシニアや周辺業務の仕事内容を紹介する短編動画、また朝日カルチャーセンターのオンラインセ
ミナー動画についても同様にReライフ.netに掲載しており、Reライフ.netの記事URLにリンクを貼るなど、自治
体や施設等の介護人材確保施策として活用いただく。
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【事業広報のために導入した情報ツールの種類のほか、ツール導入の効果やメリット、デメリット】

情報ツール 効果やメリット、デメリット

Reライフフェスティバル＠home
・アクティブシニアを対象にした新聞社主催の既存事業であるため、ターゲット集客効率や参加者の信頼度が高い。
・オンラインのため遠方からの参加が可能。
・イベント施策であるため、コロナ禍の状況により、リアル開催／オンライン開催の判断等が直前となる。

朝日カルチャーセンター講座
・参加者は、学ぶ意欲が高いアクティブシニアが中心で「周辺業務等参加促進」の啓発に適切なターゲット。
・就業意欲がない方、介護に関心がない方に対しては、ギャップ解消のため、講座の切り口を工夫する必要。

新聞

・一度に全国世帯、大勢のターゲット層・潜在層に届けることができる。
・介護の日（11/11）など、日付メディアならではの話題化、紙メディアならではの保管・複数による閲読の効果。
・本事業で実施したイベントの認知経路として新聞を挙げる方が多く、集客効果が高い。
・接触を高めるため、イラストや著名人を使った引きの強い紙面構成を検討する必要がある。

BS朝日
・「感情訴求」ができるテレビ番組による発信は、全国の幅広い視聴者の感性に訴え、理解を深めることができる。
・アーカイブ配信（インターネット上での二次利用）することでより効果が増す。
・広く全国世帯へ発信できるものの、視聴率以外の効果測定が難しい。

Reライフ.net

・事業ターゲットであるアクティブシニアにオンライン上で訴求することができる。
・昨年度事業で実施したコンテンツを特集ページ内に格納することでコンテンツの資産化が図れる。
・URLの共有等により自治体や施設等でもコンテンツを無償で利用できる。
・情報量に制限がないため内容を深堀り、詳報できる。

なかまぁる
・事業ターゲットであるアクティブシニアとその家族のみならず、認知症の家族や福祉関係者や多く訪れる。
・編集記事はyahoo!等に外部配信されるので波及効果が高い。

メールマガジン
・イベント集客等、刈り取り型の施策として効果が高い。
・より効果を高めるためにメール文面に工夫が必要。

ふくしかいご.jp
（世代横断的理解促進事業）

・全国の福祉・介護の情報が集まる一覧性がある。
・サイトのコンテンツを制作・格納するだけではなく、サイトを周知し、認知を高める取り組みが必要がある。
・現状では地方自治体の情報が十分に掲載されているとは言えず、送客しても離脱される可能性がある。
・ふくしかいご.jpを介して介護に関する入門的研修や職場体験等に参加した人を追跡することが難しい。


